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第７章 学校区別の景観まちづくり 

 

近年、「環境」や「景観」といった観点から、自らの暮らしの場等におけるまちづくりに関心を抱く市

民が多くなっています。またそうした関心が具体的な行動に発展し、主体的あるいは行政との協働による

景観まちづくりに積極的に参加する場面も多数見られるようになりました。 

市では、こうした市民主体あるいは行政との協働による景観まちづくりが、将来の魅力的な調布を形づ

くっていく上で大切な取組の一つであると捉え、今後、さらなる積極的な支援と推進を図っていきます。 
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７-１．小学校区に着目した景観まちづくり 

（１）小中学校の校歌に詠まれた景観資源 

まちの景観は、時として文学や歌(俳句等を含む)に詠まれる場合があります。特に、市民に身近なもの

として、小中学校の校歌があげられます。 

ここでは、市立小学校20校と中学校8校の校歌に詠まれている景観資源を、市域を東西南北の4つの地

域に分割したそれぞれで整理しました。 

 

 
 

 

 
  

 南部地域  

・さくらの花 
・百日紅の花並木 
・けやきの梢 
・若木 
・美しい四季 
・緑 
・野川 
・多摩川堤 
・多摩川 
・多摩の丘陵 
・多摩 
・ヒバリ 
・大空 
・富士の峰 

 東部地域  

・いちょうのこずえ 
・緑あふれる若葉のにわ 
・緑 
・太陽のかがやく丘 
・森 
・武蔵野の森 
・野川 
・多摩川の岸辺 
・多摩川 
・あかるいそら 
・多摩の空 

 北部地域  

・欅 
・深大寺 
・樹木の芽立ち 
・松の木立 
・丘の上 
・森 
・山野 
・大空 
・富士の嶺 

 西部地域  

・ゆずり葉 
・なら、くぬぎ、もみじ 
・松の梢 
・若草 
・林 
・季の花咲く武蔵野 
・むさし野のみどり 
・多摩川 
・風 
・調布の空 
・富士 
・富士の嶺 

北部地域 深大寺や森、丘など北部地域の国分寺崖線の樹林地や緑地などの豊かな緑、また歴史の趣

を感じる深大寺などの景観資源が表現されています。 

西部地域 武蔵野の森公園や野川公園など緑豊かで、また広大な敷地から空を仰ぎ見ることができる

ことから、武蔵野の緑や調布の空などの景観資源が表現されています。 

東部地域 国分寺崖線の崖線樹林地を始めとするみどりや樹林地のすぐ近くを流れる野川などが形成

する良好な環境があることから、緑あふれる若葉のにわ、武蔵野の森、野川などが景観資

源として表現されています。 

南部地域 府中崖線が形成する独特の地形変化や多摩川が醸し出す広大な眺めなどから、多摩の丘

陵、多摩川、大空などの景観資源が表現されています。 

※市内の小中学校の校歌には、近景から遠景までの様々な景観資源が詠まれています。 

上記の 4 地域で示した景観資源は、それぞれ近景から遠景の順(イメージ)で整理しています。 
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（2）小学校区別の景観まちづくり(案) 

調布市景観基本計画の「景観まちづくりの基本的な考え方」に示しているように、身近な景観に対する

愛着を高め、地域の魅力を生かした取組を積極的に進めていくため、市民が認識し各種活動に取り組みや

すいコミュニティ単位である小学校区（身近な景観づくりに取り組むエリア）で景観計画区域を分割し、

それぞれのエリアに対する景観まちづくりの方針(案)等を示します。 

 

■身近な景観まちづくりに取り組むエリア（小学校区） 

①第一小学校 P71 ②第二小学校 P72 ③第三小学校 P73 ④八雲台小学校 P74 

⑤富士見台小学校 P75 ⑥滝坂小学校 P76 ⑦深大寺小学校 P77 ⑧上ノ原小学校 P78 

⑨石原小学校 P79 ⑩若葉小学校 P80 ⑪緑ヶ丘小学校 P81 ⑫染地小学校 P82 

⑬北ノ台小学校 P83 ⑭多摩川小学校 P84 ⑮杉森小学校 P85 ⑯飛田給小学校 P86 

⑰柏野小学校 P87 ⑱国領小学校 P88 ⑲布田小学校 P89 ⑳調和小学校 P90 

 

 
身近な景観まちづくりに取り組むエリア（小学校区） 

 

 

【景観資源図の凡例】 

駅・拠点 
駅前広場など 
地域の拠点となる景観 歴史・文化 

社寺など歴史や文化が 
感じられる景観  

改定で新たに 

発見・追加した景観資源 

自然 
公園、緑地など 

自然が感じられる景観 産業 
企業や商業活動などに 

関する景観  
小中学生アンケートで 

見つけた景観資源 

道・通り 
主要な道路、遊歩道 

などの景観 生活  
商店街や住宅など 

生活に身近な景観  
「ちょうふ八景」に 

選定された景観 
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01 第一小学校区 

 

位置 

市のほぼ中央に位置し、調布駅を含む校区です。 

景観特性 

■駅を核に発展する中心市街地 

駅を中心に商業・業務施設等の都市機能が集積することで、市内外の大勢の人

が集まり、活気とにぎわいのある中心市街地が形成されています。 

■人々のつながりと地域の活力を生み出す商店街 

複数の商店街等からなる駅前の商業地は、日常の買物はもちろん、夏祭り等のイベントの開催地となるなど、

地域に根ざした市民生活の場となっています。 

■市街地に残された貴重な憩いの空間である野川 

河川に向かって枝を張る桜並木が美しい野川は、地域住民はもちろん、地域外の人たちの目も楽しませてくれ

る貴重な自然資源の一つとなっています。 

■地域の歴史を伝える布多天神社や旧甲州街道 

歴史的な趣を感じる蔵や住宅等が残った旧甲州街道沿いの街並みや、調布八景の一つに数えられる布多天神社

等は、往時の面影や歴史情緒を今に伝え残しています。 

景観まちづくり方針（案） 

●調布の「顔」としてふさわしい駅前景観の形成を図り、都市の風格と文化的魅力を高めます 

・駅前空間において、統一感のある建物デザインやサイン計画を誘導し、周辺の歴史資源との連続性に配慮した

景観形成を進めます。 

・都市拠点としての利便性と、調布らしさを感じられる文化的魅力の両立を図り、市民および来訪者にとって質

の高い都市景観を創出します。 

●商業・業務、住宅、歴史等の様々な要素が調和した、にぎわいの中にも親しみの感じられる景観を形成します 

・商店街や公共空間等の魅力向上を図るとともに、学生や子育て世代、高齢者など多様な主体が交流できる環境

整備を推進します。 

・地域活動や歴史資源の活用とも連携し、にぎわいと親しみやすさが調和する、市民生活に根差したまちなみ景

観の向上を目指します。 

●市街地に残された貴重な水辺や緑を保全し、歩いて楽しめる魅力的な景観軸を創出します 

・野川の水辺環境や桜並木などの自然的要素の保全・活用を図り、散策路や休憩空間の整備を通じて市街地との

一体的な景観形成を推進します。 

・季節の変化を感じながら歩いて楽しい市街地の環境を整え、まちなかの回遊性向上と地域の憩いの場の充実に

つなげます。 

●布多天神社や旧甲州街道沿いの街並み等の歴史的景観を保全・活用し、「歴史の道」として連続する魅力

ある景観を形成します 

・布多天神社、旧甲州街道、平和の塔などの歴史的資源を面的かつ連続的に捉え、景観形成の視点から適切な保

全・活用を図ります。 

・調布駅周辺から深大寺へと続く歴史軸を明確化し、地域の文化的価値を継承しながら、観光・交流を支える魅

力の向上を目指します。 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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02 第二小学校区 

 

位置 

市の中央に位置し、布田駅南を含む校区です。 

景観特性 

■武蔵野の面影を感じることのできる農地や屋敷林の景観 

地区内には、戸建住宅やマンション等が多く立地していますが、農地も多く見られます。地域に根付いた農業等と

人々の生活の場である住宅地が一体となった、落ち着きのある街並みを形成しています。 

■市街地に残る生産緑地地区に代表される良好な緑地 

市街地内には、生産緑地地区に代表される緑地等が残っており、貴重な自然資源となっているとともに、地域住民

の潤いや安らぎを感じることのできる景観を形成しています。 

■布田南通り沿道等の商業地 

地区の中央を南北に縦断し、三鷹通りへと繋がる布田南通り沿道には、小規模店舗が連なる商業地となっていま

す。また、地区の外周部には、狛江通り、品川通りといった主要道路や京王線が通っています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●鉄道敷地を中心に、緑と人が集うにぎわい空間を創出し、新しい調布の顔と

なる景観を形成します 

・鉄道敷地遊歩道「ちょうふぽっぽみち」が整備され、良好な歩行空間としてだけ

でなく、地域交流や憩いの場としての活用が期待されます。ベンチや子どもが遊

べるスペース、カフェなどが連なるにぎわいを生み出し、多世代が集い触れ合え

る場づくりを進めます。 

・四季を感じられる緑道の整備とともに、清掃活動などを通じた地域コミュニティの活性化も促します。 

●農地や屋敷林など、地域に残る緑豊かな景観を守り、調布の原風景を未来へ継承します 

・地区内に残る農地や屋敷林は、武蔵野の面影を伝える貴重な資源です。宅地化が進む中でもこれらの緑を守り、自

然と共生する落ち着いた街並みを保ちます。 

・地域の歴史と暮らしを感じられる景観を次世代に引き継ぐことを目指します。 

●「古き良き調布」と「新しい調布」が響き合い、調和と交流が感じられるまちの景観を形成します 

・歴史的な農の風景と都市のにぎわいが対比しながら共存する独自の魅力を守り育みます。建物は低層で空の広がり

を守りつつ、多様な世代が交流できる温かみのある環境をつくります。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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03 第三小学校区 

 

位置 

市北西部に位置する南北に長い校区です。 

景観特性 

■多摩川、野川や府中崖線緑地等による豊富な自然環境 

南端に多摩川、北端に野川といった市内の主要河川が校区内を流れています。

更に、南部には府中崖線が位置し、ハケの緑や崖線沿いには府中用水、長瀞
ながとろ

川が

流れており、自然豊かな環境を形成しています。 

■上石原若宮八幡神社や旧街道の趣が感じられる歴史資源 

市の指定文化財である上石原若宮八幡神社、近藤勇生家跡が残る人見街道や旧来の町割が残されている旧甲州

街道といった、趣を感じさせる豊富な歴史資源が残っています。 

■味の素スタジアム、野川公園等の豊富な憩いの場 

地区内には、味の素スタジアムに代表されるスポーツ施設が集積しており、全国的に知名度のあるスポーツエ

リアとなっています。また、野川が流れる野川公園や、豊富な緑に覆われた武蔵野の森公園等は、地域活動も活

発に行われている市民の憩いの場となっています。 

■西調布駅周辺の小規模店舗が集積した商業地 

西調布駅周辺には、小規模店舗が集まり商業地を形成し、地区住民の日常生活の利便性を向上させています。 

景観まちづくり方針（案） 

●野川や府中崖線、府中用水などの水と緑の環境を生かし、自然と調和したゆとりある住宅地景観を形成

します 

・野川や府中用水のせせらぎや府中崖線の緑を生かし、季節の移ろいと安らぎを感じながら暮らせる自然と共生

した住宅地景観を目指し、水辺や緑地と住環境が緩やかにつながる環境を整えます。 

・多摩川・野川・府中崖線等の自然環境へのアクセス性を高めるとともに、府中用水を親しみやすい散策・憩い

の空間として活用し、自然資源の魅力を高めるまちづくりを進めます。 

●社寺や旧街道沿いの歴史的建造物を保全・活用し、歴史の趣と地域の記憶を継承する景観を育みます 

・神社や旧街道などの歴史資源を散策ルートでつなぎ、歩くことで地域の由緒や文化の魅力を実感できる景観づ

くりを進め、歴史的価値を体感できる環境を整えます。 

・上石原若宮八幡神社や旧甲州街道、人見街道の町割などを保全・活用し、案内表示や景観誘導を工夫すること

で、地域の記憶を次世代へ継承する歴史的街並みを形成します。 

●味の素スタジアムや野川公園、西調布駅周辺などの拠点を生かし、にぎわいと交流が生まれる魅力的な

まちの景観を形成します 

・味の素スタジアムや野川公園、武蔵野の森公園の緑と西調布駅周辺の商業地の活気を結び、人が集い楽しむこ

とのできる回遊性のある交流空間として調和のとれた景観を創出します。 

・スタジアムのにぎわいをまちなかへ誘導するとともに、空き家・空き店舗のリノベーション活用を促進するこ

とで、多様な交流や活動が生まれる魅力的な地域景観を形成します。 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。  
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04 八雲台小学校区 

 

位置 

市の中央に位置し、布田駅北に位置する校区です。 

景観特性 

■野川の桜並木等による潤いある景観の形成 

地区を西から東へと流れる野川には、川沿いに桜の木が植えられており、緑豊かな景観を形成しています。また、

桜並木は、市外からの来訪者の交流の場として貴重な自然景観となっています。 

■旧甲州街道沿道の趣を残す街並み 

地区を横断している旧甲州街道沿道には、古くからの蔵や住宅が残り、宿場町の面影を感じさせる街並みが残され

ています。 

■農地と一体となった良好な住宅地 

野川沿いには、住宅地と農地が広がっており、野川の潤いある景観と合わせて、落ち着いた景観を形成しています。 

■主要道路により市の南北を結ぶ玄関口 

中心市街地の東に位置し、商業・業務機能が多く立地するとともに、甲州街道や京王線布田駅が位置する交通に便

利な地区となっています。さらに、三鷹通りや祇園寺通りが通っており、市の中心市街地と北部地域を結ぶ玄関口と

なっています。 

景観まちづくり方針（案） 

●野川の潤いある緑豊かな景観を継続的に保全・活用します 

・野川沿いの桜並木と周辺の農地を一体的に保全し、四季折々の自然の潤いを感じ

られる景観を守るとともに、市民に親しまれるイベントの開催などにより、市民

に身近な環境を維持します。 

・緑の保全活動を支援し、地域住民が自然と共生できる環境づくりを推進します。 

●旧甲州街道の歴史的街並みを生かした魅力あるまちづくりを進めます 

・蔵や旧家といった歴史的建築物の保存と適切な活用を進め、街道沿いに趣と風格のある景観を形成します。 

・地域資源としての歴史的景観を市民や来訪者に分かりやすく伝え、にぎわいと交流の場を創出します。 

●鉄道敷地遊歩道や主要道路沿いをにぎわいのある地域の玄関口として整備します 

・京王線地下化により生まれた鉄道敷地を遊歩道として活用し、市民の憩いの場としてにぎわいを創出します。 

・主要道路沿いの緑化や歩行者環境の向上に取り組み、快適で親しみやすい街並みづくりを推進します。 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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05 富士見台小学校区 

 

位置 

市南部に位置し、京王多摩川駅を含む校区です。 

景観特性 

■中心市街地と京王多摩川駅周辺の活気ある商業地 

地区の北東部は、市役所等の公共施設や商業・業務機能が集積した中心市街地

の景観の一部を形成しています。京王線の地下化や踏切の解消により、以前と大

きく風景が変化しました。 

さらに、地区南部には京王多摩川駅があり、京王閣競輪場の立地等により、周

辺には飲食店街が形成されています。 

■低層住宅が広がる落ち着いた住宅地の景観 

地区の南部は、低層住宅地が面的に広がる落ち着いた景観を形成しています。地区内には、農地も残ってお

り、ゆとりある住環境が形成されています。 

■市民の憩いの場となっている多摩川の潤いある景観 

多摩川沿いには、散歩道やスポーツ・レクリエーション施設等が整備され、市民の憩いの場として潤いある景

観を形成しています。 

景観まちづくり方針（案） 

●多様な機能が調和しにぎわいと親しみやすさを両立した街並みを形成します 

・駅周辺ではマンションや店舗の増加により人口が増え、にぎわいが生まれています。 

・京王多摩川駅周辺の開発動向など新たな拠点形成も踏まえ、地域の活力を高めつつ、地域住民や訪れる人が親

しみやすく感じられる街並みの創出を目指します。これにより、多様な世代が交流できる魅力あるまちづくり

を推進します。 

●低層住宅地と農地が残る落ち着いた景観を保全・継承します 

・地区南部では低層住宅や農地が点在し、空が広くゆとりのある住環境が形成されています。この落ち着いた景

観は地域の貴重な資源であり、子どもが安心して暮らせる住環境を維持するため、景観の保全に努めます。 

・緑豊かな自然と調和した環境づくりを進めることで、住民の安心・快適な生活環境を守ります。 

●多摩川沿いの自然景観を保全し、市民の憩いの場として活用します 

・多摩川の豊かな自然や水辺の風景は地域の重要な資源です。散歩道やレクリエーション施設と連携し、誰もが

気軽に訪れて憩える場として保全・活用を図ります。 

・かつては多摩川の浸水被害を経験した低地部では、自然環境と都市機能が調和した景観を将来にわたって継承

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。  
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06 滝坂小学校区 

 

位置 

市東部に位置し、つつじヶ丘駅等を含む校区です。 

景観特性 

■武蔵野の面影を感じることのできる農地や屋敷林の景観 

地区南部等には、農地や屋敷林が比較的残っており、武蔵野の面影を感じさせ、地区を南北に流れる入間川ととも

に貴重な自然景観を形成しています。 

■せんがわ劇場等による文化を感じさせる街並み 

仙川駅東側を通る道路沿道では、せんがわ劇場等が立地し、舞台芸術の創造及び発信の拠点として、文化が感じら

れる街並みを形成しています。 

■つつじヶ丘駅や仙川駅周辺のにぎわいある商業地 

つつじヶ丘駅は、急行電車が停車し、深大寺へのアクセス駅となっているとともに、駅周辺では商業施設が立地す

るにぎわいある景観を形成しています。また、仙川駅周辺には、地区計画制度によって良好な街並みが形成されてい

ます。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●駅前広場や周辺道路の整備による、にぎわいと文化の感じられる景観を形成

します 

・つつじヶ丘駅周辺は深大寺の玄関口としての役割を強化し、南北で異なる表情を

生かした魅力的な駅前景観づくりを進めます。 

・安藤ストリートでは無電柱化や道路空間を活用し、文化とアートの発信拠点としての沿道景観の向上に努めます。 

●新旧店舗の形態や意匠等の配慮による、魅力ある商業地の景観を形成します 

・仙川駅周辺では、新しいイメージと、伝統的な商店街や歴史ある店舗の親しみやすさを融合させることで、多様な

魅力を創出します。 

・回遊性の向上や歩行者空間の整備により、地域のにぎわいと快適性を高める景観まちづくりを推進します。 

●緑と農のある武蔵野らしい潤いの景観を継承・創出します 

・四季折々の街路樹や植栽を積極的に導入し、沿道や住宅地に自然の潤いと季節感を演出します。 

・都市農地や農業体験の場を活用し、地域の貴重な自然景観を守りながら住民の暮らしに豊かさをもたらすまちづく

りを目指します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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07 深大寺小学校区 

 

位置 

市北部に位置し、深大寺などを含む校区です。 

景観特性 

■国分寺崖線の豊かな斜面緑地 

地区内は、国分寺崖線により北側の台地と野川が流れる低地面となっています。国分寺崖線の斜面は豊かな緑地と

なっており、良好な自然景観が残っています。 

■歴史的趣を感じることのできる深大寺周辺 

地区内には深大寺が位置しており、寺前通りや参道には深大寺そば等の歴史的趣を感じることのできる飲食店が建

ち並び、良好な街並みを形成しており、全国からの観光客でにぎわっています。 

■潤いを感じさせている神代植物公園や水生植物園 

地区内には神代植物公園や水生植物園が位置しており、地区に豊かな緑を提供し、潤いや安らぎを感じさせる景観

を形成しています。 

■中心市街地と深大寺や神代植物公園を結ぶ武蔵境通り等の景観  

深大寺や神代植物公園と市の中心市街地は、武蔵境通りや三鷹通りなどによって結ばれており、武蔵境通り沿道で

は、歩行者が安心して通行ができる空間が確保されています。 

景観まちづくり方針（案） 

●国分寺崖線や野川の高低差がつくりだす豊かな自然景観を保全し、 

自然との調和を図ります 

・国分寺崖線や野川、坂道の高低差、間を走る中央自動車道がつくりだす景観の特

徴を尊重するとともに、校区内に残る斜面緑地や野川流域の自然環境を保全し、

豊かな緑の連続性を確保します。 

・小さな緑地や農地も含めた緑のネットワークを強化して、地域全体の一体感を創出します。 

●深大寺と周辺の歴史・文化的資源を生かし、魅力的でにぎわいのある景観を形成します 

・深大寺を中心に、寺前通りや参道の歴史的な街並みと自然環境を調和させた景観を保全・創出し、地域の観光資源

としての魅力を高めます。 

・神代植物公園や水生植物園と連携し、緑豊かで落ち着いた空間を維持するとともに、観光客や市民が安心して楽し

めるにぎわいづくりを推進します。 

●武蔵境通りなどの主要道路の歩行者環境を整備し、観光資源へのアクセス向上を図ります 

・武蔵境通りや三鷹通り沿道の歩行者空間を充実させ、安全で快適な通行環境を確保します。 

・景観デザインの工夫により、通り沿いの景観美を高めるとともに、地域の特色を生かした案内サインや街路樹の整

備を推進します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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08 上ノ原小学校区 

 

位置 

市北東部に位置し、各社工場などが集まる校区です。 

景観特性 

■国分寺崖線や住宅地内の高低差と緑の景観 

地区内には、国分寺崖線が通っており、高低差や台地の景観が特徴的であると

ともに、比較的少なくなっているものの斜面地に緑が残っています。 

中央自動車道が国分寺崖線を横断しており、生活道路の下を通る幹線道路が高

低差を感じさせます。 

住宅地内には、農地が点在しており、潤いを感じることのできる貴重な緑とな

っています。 

■厳島神社等の貴重な歴史資源 

地区内には、厳島神社等の寺社が点在しており、住宅地や農地等が広がる中で貴重な歴史資源となっていま

す。 

■消防大学校などの大規模施設と一体となった落ち着いた街並み 

地区内に位置する消防大学校が一定程度まとまった敷地を有しており、敷地内には緑も計画的に配置されてお

り、周辺の低層住宅地とともに落ち着きのある街並み景観を形成しています。 

景観まちづくり方針（案） 

●国分寺崖線の斜面緑地や高低差を生かした自然調和の景観を保全・再生します 

・国分寺崖線の斜面地に残る緑や坂道からの眺望を保全し、緑の保全と再生利用を推進します。これにより、四

季折々の自然の変化を感じられる豊かな景観を育みます。 

・地域の緑資源を活用し、伐採木の再生利用や緑化活動を通じて持続可能な景観づくりを目指します。これによ

り、地域住民の環境意識の向上と自然との共生を促進します。 

●住宅地・農地の緑をつなぎ、潤いと落ち着きを感じる低層住宅地景観を形成します 

・住宅地の庭先や公開空地を緑化し、点在する農地と連携した緑のネットワークづくりを進めます。これによ

り、地域全体で潤いのある住環境を守り育てます。 

・住民主体の緑づくりを支援するとともに、他都市との情報交流を図り、緑化技術やアイデアの共有を促進しま

す。低層住宅地における緑の創出に向けた具体的な方策を検討します。 

●歴史資源や大規模施設と調和した、品格ある街並み景観を育みます 

・厳嶋神社などの歴史的な寺社や消防大学校の緑豊かな敷地を保全し、それらが地域景観の核となるよう連携を

図ります。歴史と自然が調和した落ち着いた街並みを形成します。 

・歴史資源と現代の施設が共存する魅力ある地域景観をつくるため、地域の風格を尊重しながら、歩いて楽しめ

る環境整備やにぎわいの場づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。  
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09 石原小学校区 

 

位置 

市北西部に位置し、調布インターチェンジを含む校区です。 

景観特性 

■調布中学校の桜等の地域に残る貴重な自然資源 

調布中学校の正門から校舎までは桜並木がのびており、春になると桜が花をつ

けるなど四季の移ろいを感じさせます。 

■地域の歴史を継承している八幡神社 

八幡神社は、創建が延宝（1673～81年）以前となっており、神社林が豊かな景観を形成しています。旧甲州街

道からの 参道は面影を残していないものの、八幡神社があることで地域の歴史を脈々と継承しています。 

■広域交通の玄関口となっている調布インターチェンジ 

市の東西交通の軸である甲州街道沿道には中央自動車道の調布インターチェンジが位置しており、市の広域交

通網の玄関口となっています。 

景観まちづくり方針（案） 

●桜並木や緑のネットワークを生かし、四季の魅力を感じられるまちを形成します 

・調布中学校の桜並木をはじめとする既存の緑を計画的に保全し、散策路や街路樹の連続性を高めることで、四

季の移ろいを感じながら歩いて楽しめる回遊性の高い景観を育てます。 

・桜マップの活用など季節ごとの魅力発信を進めるとともに、地域住民や来訪者が緑に親しみ、地域への愛着を

深められる仕組みづくりを推進します。 

●八幡神社を中心とした歴史と自然を継承し、地域の誇りを育む景観を守ります 

・八幡神社の社林や周辺の緑地を地域の歴史・自然資源として捉え、静けさや落ち着きのある景観を守りなが

ら、寺社と自然が一体となった環境を維持・保全します。 

・歴史や由緒を伝える案内板の整備や地域行事の継続を図ることで、世代を超えて地域文化を共有できる環境を

整え、地域の誇りを継承します。 

●調布インターチェンジ周辺の景観を改善し、調布の玄関口としての魅力を高めます 

・校区内を横断する中央自動車道と高架下が、特徴的な景観をつくりだしています。高架下の活用方法を検討す

ることで、新たな魅力ある景観の創造に取り組みます。 

・市の広域交通の要所である調布インターチェンジ周辺を都市の玄関口として位置付け、植栽や看板類の整理な

どにより、安全で美しく調和のとれた景観の創出を進めます。 

・地域ならではの景観要素を踏まえたサイン整備や緑化を推進し、来訪者が「調布らしさ」を感じられる質の高

い景観づくりを図り、まちのイメージ向上につなげます。 

●良好な住宅地景観を継承し、快適で調和のとれた居住環境を維持します 

・「アトラス調布」に代表される整然とした住宅地景観を参考に、建物のデザインや街並みの特性を共有し、地

域全体で良好な住環境の維持・向上を図ります。 

・公園や道路などの公共空間と住宅地が一体的に調和する景観形成を進め、緑豊かで安全・安心に暮らせる居住

環境を将来にわたり確保します。 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。  
  



 

80 

10 若葉小学校区 

 

位置 

市東部に位置し、良好な崖線樹林地が形成されている校区です。 

景観特性 

■豊かな自然を感じられる国分寺崖線等の緑と野川・入間川 

地区内は国分寺崖線が通り、斜面地等には緑が残っているとともに、国分寺崖

線の湧水に由来している野川・入間川が流れており豊かな自然を感じることがで

きます。 

■調布八景の一つに数えられる糟嶺神社と明照院の歴史景観 

糟嶺神社と明照院は、調布八景の一つとなっており、陵山の丘を二分して高所に糟嶺神社、低所に明照院が位

置しており、歴史や文化を感じることのできる景観を形成しています。 

■市民に誇りを感じさせている実篤記念館と実篤公園 

武者小路実篤の邸宅であった実篤記念館は、市外からの見学者も多く、市民に誇りを感じさせているととも

に、隣接する実篤公園とともに緑豊かな潤いある景観を形成しています。高低差が生み出す坂道や階段と、自然

の景観が特徴的です。実篤記念館と実篤公園は調布八景の一つに数えられています。 

景観まちづくり方針（案） 

●国分寺崖線や斜面緑地の自然環境と調和した住宅地景観を形成します 

・国分寺崖線や斜面の緑地など豊かな自然環境と、高低差が生み出す特徴的な景観を保全しながら、周辺住宅と

調和する景観づくりを進めます。 

・緑の開放感やゆとりを感じられる街並みを創出し、市民が心地よく暮らせる環境整備を図ります。 

●入間川沿いの歴史と地形の特性を生かした親水景観の創出を図ります 

・入間川の流れや周辺の高低差を生かし、歴史や自然を感じられる親水空間を整備します。 

・水辺の変化に富んだ景観や歩く楽しさを地域の個性として育み、訪れる人や住民が魅力を感じる景観づくりを

推進します。 

●歴史・文化資源の保存と地域の誇りを育む景観形成を進めます 

・糟嶺神社や明照院、実篤記念館・実篤公園などの歴史的文化資源を守り、周辺環境と調和させます。 

・市民や来訪者が地域の歴史や文化の価値を感じられる魅力的な景観を形成し、誇りを育てます。 

●音楽文化を感じさせる街の魅力づくりを目指します 

・周辺に音楽系学校や楽器店が立地している状況を踏まえ、「音」を景観の一要素として意識します。 

・視覚だけでなく聴覚も含めた親しみや安らぎを創出し、音楽文化が息づく魅力ある街並みづくりに取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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11 緑ヶ丘小学校区 

 

位置 

市北東部に位置し、仙川が南北に流れる校区です。 

 

景観特性 

■水と緑の潤いを感じさせる仙川が流れる景観 

地区内には、仙川が北西から中央部を通り、東へと流れており、仙川崖線とと

もに、水と緑の潤いある景観が形成されています。 

■文教施設や大規模住宅団地によるにぎわいのある街並み 

地区内には白百合女子大学等の文教施設があることから若者が多く、さらに、都営仙川アパート等の大規模住

宅団地が位置しており、多くの住民が交流を図るなどにぎわいのある街並みを形成しています。 

■八幡神社や昌翁寺等の貴重な歴史資源 

地区内には、八幡神社や昌翁寺等の寺社が点在しており、住宅地等が広がる中で貴重な歴史資源となっていま

す。 

■多摩地域を支える甲州街道沿いの景観 

地区南端には多摩地域の東西交通を支える甲州街道が通っており、沿道の街路樹により緑豊かな沿道を形成し

ています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●仙川沿いの水と緑の潤いを生かした景観の保全を図ります 

・仙川や大学周辺の緑地、河川敷の樹木や花を保全し、四季の変化や水辺の潤いが感じられる景観を守ります。 

・地域住民が日常的に触れる自然空間としての価値を高め、開発の進んでいない昭和らしさや癒しのまちとして

の特色を維持します。 

●中高層住宅地と低層住宅地の調和ある景観形成を図ります 

・中高層住宅地では周囲の低層住宅や仙川の豊かな自然と調和した景観を意識し、圧迫感のない街並みづくりを

推進します。 

・都営調布緑ヶ丘二丁目アパートの、開かれた景観や住民と地域の交流を尊重し、自然の緑あふれる環境を維持

します。 

・住民の暮らしや個人の営みが見える景観を尊重し、生活感と潤いのある住宅地の魅力を維持します。 

●歴史・文化資源を生かした街並みを保全します 

・八幡神社や昌翁寺、甲州街道沿いの街路樹など、地域に点在する歴史・文化資源を保全し、周辺の住宅や商業

地との景観調和を図ります。 

・地域の歴史を感じながら生活できる街並みを維持することで、住民の誇りや地域文化の継承を促します。 

●魅力ある商業地・生活空間の景観形成を目指します 

・駅周辺や街道沿いの商業地では、新旧の店舗形態や意匠を配慮し、生活者や来訪者が安心して楽しめる景観を

形成します。 

・個人や事業者の営みがまちをつくる文化を尊重し、にぎわいと落ち着きのバランスに配慮します。 

 
※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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12 染地小学校区 

 

位置 

市南部に位置し、多摩川に面した校区です。 

景観特性 

■沿線の緑地帯と一体となった多摩川の景観 

本地区の多摩川沿いでは、樹高の高い緑地帯が形成されており、多摩川の雄大な水辺空間と一体となった景観を形

成しています。 

■ゆとりある住環境を形成している住宅団地 

地区南部の大部分は、中高層棟の集合住宅によって形成された「ほとりとたまがわ（多摩川住宅）」となっていま

す。団地内では、建て替えが進むとともに、公園等のオープンスペースが計画的に整備され、ゆとりを感じることの

できる大規模住宅団地の景観を形成しています。 

景観まちづくり方針（案） 

●多摩川沿いの豊かな緑地帯と一体となった自然景観を保全し、地域のシンボ

ルを生かしたまちづくりを進めます 

・多摩川の雄大な水辺空間と連続性のある緑地帯を保全するとともに、地域のシン

ボルである蜂の巣校舎や給水塔など、景観資源を維持・活用します。 

・長い時間をかけて成長した樹木や並木を保全し、緑の骨格をなす景観を継承します。 

・市境や多摩川といった境界に位置し、自然と調和しながら変化を受け入れる地域の特徴を生かし、記憶を継承しな

がら持続可能なまちづくりを推進します。 

●住宅団地のゆとりある住環境の質を高めます 

・大規模住宅団地の特徴であるオープンスペースや公園などの緑地を生かし、住環境の豊かさを維持します。 

・建替えに伴い、持続可能で個性ある街並み形成を目指すとともに、団地ならではの景観を継承し、地域の魅力向上

に努めます。 

●地域の交流拠点としての景観形成を推進し、地域コミュニティの活性化を支えます 

・住民の日常生活の基盤となる団地内の商店街や広場空間や商業施設の景観を良好に保ちます。地域住民の交流や活

動、買い物の場としての機能維持に努め、魅力的な街並みを創出します。 

・新たな施設整備や景観改善に際しても、地域の意見を尊重し、地域住民が誇れるまちづくりを目指します。 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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13 北ノ台小学校区 

 

位置 

市北部に位置し、JAXA調布航空宇宙センターなどの研修施設が立地している校区です。 

景観特性 

■武蔵野の面影を感じさせる農地や屋敷林等の緑 

地区内には神代植物公園をはじめとして、農地や屋敷林による緑地が残り、武蔵野の面影を感じさせています。ま

た、農地の多くは生産緑地地区に指定され、地区内の貴重な自然景観となっています。 

■富士嶽浅間神社等の貴重な歴史資源 

明治時代に富士信仰が盛んになった際に建立された富士嶽浅間神社は地域の貴重な歴史資源となっているととも

に、境内の緑により地域に潤いを創出しています。 

■ゆとりのある空間を形成している幹線道路の景観 

地区内には東八道路、武蔵境通り、三鷹通りが通っており、市外からの玄関口にもなっています。 

道路整備が進む路線では、歩行者が安心して通行ができる空間が確保されており、ゆとりある景観を形成しています。 

■JAXA調布航空宇宙センターの緑と一体となった落ち着いた住宅地の景観 

本地区の東部に位置するJAXA調布航空宇宙センターには、敷地内のまとまった緑が創出されており、周辺の低層

住宅地とともに落ち着いた街並みを形成しています。 
 

景観まちづくり方針（案） 

●落ち着きのある低層住宅地と緑豊かな環境の良好な景観を保全します 

・落ち着いた低層住宅地と、それを彩る農地や屋敷林などの緑を維持します。武蔵

野の面影を感じさせる自然景観を守り、静穏な住環境の継続を図ります。 

・地域の歴史資源と調和した緑豊かな街並みの保全により、住民の日常生活に潤い

をもたらします。 

●眺望や空の広がりを生かした景観づくりを推進します 

・高台に位置する地形を生かし、遠くまで見渡せる開放的な眺望や空の広さを守ります。これにより、地域の魅力で

ある自然の開放感を実感できる景観づくりを進め、住民が快適に暮らせる空間を創出します。 

・子どもや親子連れが安全に遊べる小公園の景観維持にも取り組みます。 

●地域の緑と調和した大規模施設の景観形成とにぎわいの創出を図ります 

・大規模施設のまとまった緑と、周辺の低層住宅地との調和を図ります。 

・緑豊かで落ち着いた景観を基本としつつ、色彩の工夫などにより、地域ににぎわいや魅力を創出します。地域資源

を生かした景観まちづくりにより、魅力的な街づくりを推進します。 

 

 
  ※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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14 多摩川小学校区 

 

位置 

市南西部に位置し、多摩川に面した校区です。 

景観特性 

■多くの動植物が生息する貴重な自然景観となっている多摩川 

多摩川は、憩いの場として市民に潤いを与える憩いの場となっているとともに、河川敷では、多くの動植物が生息

する貴重な自然景観となっています。 

■工場や流通施設の集積した景観 

地区内の特に西側は、その大半が準工業地域に用途地域が指定されており、多くの工場や流通施設が集積した景観

を形成しています。 

■マンション建設等による住工混在した景観 

地区西側には工場等が集積していますが、工場等の跡地にマンションが建設されており、住宅と工場等が混在した

景観が形成されつつあります。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●多摩川の自然景観と緑のネットワークを保全・活用します 

・多摩川に至る坂道からの景色の移り変わりと、豊かな自然環境や市街地に残る緑

を面的に保全し、街路樹や公園を結ぶ緑のネットワークを形成することで、市民

の憩いの場の充実を図ります。 

・川沿いの散策環境や安全性を高めることで、季節ごとの自然の魅力を日常的に感じられる地域づくりを進めます。 

●歩いて楽しめる景観と地域文化を継承します 

・多摩川原橋からの眺望やホッピービバレッジ工場、京王閣玉川苑の石の広場、府中用水沿いの風景など、歩いて楽

しめる多様な景観を維持します。 

・また、地元の飲食店や古くからの店舗が継続的に利用されることで地域らしい風景が維持されるよう、住民や来訪

者が交流し文化を育む環境をつくります。 

●住工混在地域における調和ある街並み形成を図ります 

・工場・流通施設とマンションが混在する地域において、建物の配置や緑地の確保、歩行空間の改善などにより、住

環境と工業機能の調和を図ります。 

・また、工業系の景観が周辺住宅地と無理なく共存できるよう、景観上の配慮を行うことで、安全・安心に暮らせる

街並みを将来にわたり維持します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 



第７章 学校区別の景観まちづくり 

85  

15 杉森小学校区 

 

位置 

市南部に位置し、多摩川に面した校区です。 

景観特性 

■四季折々の風景を楽しませている多摩川沿いの景観 

多摩川沿いの桜堤通りは、桜並木や新緑などにより四季折々の風景を感じさせ、遊歩道を歩く人々を楽しませてい

ます。 

■東洋のハリウッドを思い起こさせる日活調布撮影所周辺の景観 

市はかつて「東洋のハリウッド」と呼ばれ、戦後、大衆文化を支えた映画文化の発信地となっていました。日活調

布撮影所やその周辺では映画に関連する施設や撮影風景を見ることができ、「映画のまち調布」を感じさせる景観を

形成しています。 

■良好な住環境を形成する集合住宅地の景観 

地区東部には、多摩川住宅が西端を形成しているとともに、地区内に多くの集合住宅が集積しています。それら

は、ゆとりあるオープンスペースや緑豊かな環境により、良好な住宅地の景観を形成しています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●戸建住宅や集合住宅地において、住みやすい住宅地の景観形成を推進します 

・低層住宅の良好な眺望環境を保全し、建物の高さや配置に配慮することで、開放

感と快適な生活環境を維持します。 

・住宅地内の緑やオープンスペースを生かし、住民が安心して暮らせる潤いのある

街並みづくりを目指します。 

●生産緑地地区や多摩川沿いの自然環境を生かし、ゆとりと潤いが感じられる景観づくりを推進します 

・生産緑地地区の緑や府中崖線の自然、多摩川の水辺環境を繋ぎ、多様な緑と水の景観を地域全体で保全します。 

・緑地の景観資源を守るとともに、散策路や遊歩道、並木などの整備や維持により、住民が自然を身近に感じられる

環境づくりに努めます。 

●日活調布撮影所をはじめとした映画文化の歴史を継承し、地域の魅力を高める景観づくりを進めます 

・撮影所周辺の歴史的建造物や景観を保全し、「映画のまち調布」としての文化的価値を未来へつなげます。 

・映画文化を生かした市民参加や協働の機会の創出など、地域のアイデンティティを表現する取組を支援します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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16 飛田給小学校区 

 

位置 

市南西部に位置し、飛田給駅を含む校区です。 

 

景観特性 

■府中崖線や農地による緑豊かな景観 

地区南部には府中崖線が通っているとともに、農地等が残っていることから、

緑豊かでゆとりある景観が形成されています。 

■旧甲州街道や道生神社等の貴重な歴史景観 

地区内には、宿場町のなごりである間口の狭い敷地が残る旧甲州街道や旧甲州街道の北側から戦時中に移した

「道祖神」や「境内地奉納之碑」が建つ道生神社等の貴重な歴史資源が位置しています。 

■スタジアム通りのにぎわいのある景観 

地区内には、味の素スタジアムへと続くスタジアム通りがあり、市内外の人々が通るにぎわいのある景観を形

成しています。また、飛田給駅前には小規模店舗等が集積した商業地を形成しています。 

■台地上に形成された緑豊かな住宅地 

品川通り沿いの台地上には、生垣等の緑化により緑豊かな潤いを感じることのできる住宅地が形成されていま

す。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●魅力あるにぎわいと交流の拠点を形成します 

・駅前や味の素スタジアム周辺、スタジアム通りのにぎわいを生かし、イベント開催時だけでなく日常的にも

人々が集い交流できる空間づくりを進めます。 

・北側は整然とした街並みと大規模施設を生かした景観を維持し、駅前や歩行者空間の高質化、緑化の充実など

により、地域の魅力を高めるとともに、にぎわいの創出に寄与します。 

●歴史的・文化的資源を生かした閑静な街並みを保全します 

・旧甲州街道の街路空間や道生神社の歴史的資源を適切に保全し、路地や伝統的建物の趣を生かした静穏で風格

ある街並みを守ります。 

・南側に広がる住宅地や農地周辺の環境にも配慮し、地域固有の落ち着いた景観特性を将来へ継承するまちづく

りを進めます。 

●緑豊かで潤いのある住宅地を形成します 

・府中崖線の地形特性や台地上の住宅地に広がる生垣・緑地を積極的に保全・活用し、自然と調和した潤いのあ

る生活景観の形成を図ります。 

・周辺に残る農地や公園、農家や市民との連携を深め、多摩川の水害対策にも配慮した、ゆとりある居住環境の

確保と持続的な緑のネットワークの充実を目指します。 

 

 

 

 

 

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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17 柏野小学校区 

 

位置 

市の中央に位置し、野川が東西に流れる校区です。 

景観特性 

■市民に潤いを提供している野川や農地の自然景観 

地区内には、野川が流れ、春には桜並木が美しい、自然豊かな景観を形成しています。また、住宅地内には農地が

多く残されており、用水路とともに、住宅地内にゆとりと潤いを提供しています。 

■虎狛神社等の地域の歴史を感じさせる景観 

佐須街道付近にある虎狛神社は、境内に豊かな緑が残っているとともに、講社登山記念碑などがあり、地域の歴史

を感じさせる歴史景観となっています。 

■四季の移ろいを感じる野川サイクリング道路 

地区の西側には、野川が流れ、その隣には野川サイクリング道路が通っており、市内・市外を問わず多くの住民の

憩いのエリアとなっています。野川に面していることから、春夏秋冬さまざまな風景を見せ、地区の特徴的な景観を

形成しています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●野川や農地をはじめとした水と緑が調和する潤い豊かな景観を守り育てます 

・野川沿いや農地、用水路などの水と緑の自然資源を保全し、里山の風景や湧水、

小河川の流れを見える形で保全します。 

・地域住民の憩いの場であるとともに、季節ごとの四季の移ろいを感じられる景観

資源の保全や、水辺が身近に感じられる親水性のある空間づくりを推進します。 

●地域の歴史や文化を象徴する神社などの歴史景観を生かし、まちの魅力を高めます 

・虎狛神社、祇園寺をはじめとする歴史的な神社や史跡を保存し、静かな雰囲気や緑豊かな環境を守りながら観光資

源として活用します。 

・歴史と自然が調和した地域の特色を内外に発信し、地域の誇りを育むことで持続可能なまちづくりに寄与します。 

●生産緑地地区の維持と農業体験等を通じて「農」の伝承と地域の生活文化を継承します 

・生産緑地地区は代替わりによる土地利用の変化が懸念されるため、農業体験などを活用しながら農の価値を次世代

に伝えます。 

・農地と都市住宅が共存する独自の景観を保ちながら、地域の豊かな生活文化や自然との共生を促進します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 



 

88 

18 国領小学校区 

 

位置 

市南部に位置し、国領駅を含む校区です。 

景観特性 

■野川がもたらす潤いのある良好な景観 

地区東側を野川が流れ、緑豊かな自然景観を形成しています。また、野川周辺には住宅地が形成されており、川沿

いの豊かな緑により潤いのある住環境を形成しています。 

■国領駅周辺に広がる商業地の景観 

国領駅は市の中心市街地の東に位置し、駅前の高層マンションの低層部には駅前広場に面して商業施設が配置され

ているとともに、駅周辺に商業・業務施設が建ち並ぶ景観を形成しています。 

■緑豊かな住宅団地の集積した景観 

地区内には多くの住宅団地が位置し、築年数が古いものは順次建替えが行われています。建替えられた団地では、

オープンスペースや緑の多い良好な景観が形成されています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●駅前の商業・交流拠点の魅力を高めます 

・国領駅周辺の大規模マンションや商業施設を生かし、駅前広場や歩行者空間の整

備を進めることで、日常的に人々が集い交流できる街並みを形成します。 

・京王線地下化後の鉄道敷地の整備や商店街の更新による商業機能を維持すること

で、地域のにぎわいと特色を両立させた景観づくりを推進します。 

●野川や緑地と調和した潤いある住宅地を保全・形成します 

・野川沿いの緑や住宅団地のオープンスペースを生かし、自然と調和した潤い豊かな住環境を維持します。 

・保存樹木や公園の活用により、子どもや住民が安全に遊べる場を確保し、緑豊かで快適な景観を保全するととも

に、地域の暮らしやすさを高めます。 

●住宅団地の更新と歩行空間整備により安全で快適な景観を形成します 

・築年数の古い団地の建替えでは、緑地やオープンスペースを充実させ、団地内外に開かれた景観を形成するととも

に、周辺の住宅地や野川沿いの景観との調和を重視します。 

・歩行者空間の整備や遊び場の確保などにより、子どもや高齢者も安心して暮らせる安全・快適な景観づくりを推進

します。 
 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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19 布田小学校区 

 

位置 

市南部に位置し、多摩川に面した校区です。 

景観特性 

■市民に潤いを感じさせる雄大な景観を形成する多摩川 

多摩川は、自然豊かで雄大な河川景観を形成しており、遊歩道を歩く人に潤いを感じさせています。また、週末に

は、河川敷でスポーツなどのレクリエーションが行われ、地域住民に根ざした地域景観の一つとなっています。 

■府中崖線の緑と一体となった下布田遺跡 

昭和62(1987)年に国史跡に指定された下布田遺跡は、都内でも希少な縄文時代晩期の遺跡であり、周辺の緑豊かな

府中崖線の緑地と一体となった良好な景観を形成しています。 

■映画のまち調布を感じさせる角川大映スタジオ周辺の景観 

角川大映スタジオでは、映画やテレビ番組等の撮影が行われ、その周辺には映画俳優の碑など映画に関連する地域

資源があり、「映画のまち調布」を感じさせる景観を形成しています。 

 

景観まちづくり方針（案） 

●多摩川の雄大な自然景観と桜堤通りの緑を保全し、開放感ある景観を形成し

ます 

・多摩川の河川敷は地域住民の憩いの場として重要な資源であり、開放感のある景

観を維持・保全します。 

・桜堤通りの桜並木や緑も継続的に保全し、自然と調和した心地よい街並みを目指します。 

●府中崖線の緑と国史跡・下布田遺跡の価値を生かした歴史的景観を保全します 

・国史跡の下布田遺跡は希少な縄文遺跡であり、崖線の緑と一体となった景観保全が不可欠です。 

・富士山への眺望や高低差の特徴的な景観、農地を保全し、歴史と自然が調和した魅力ある環境づくりに努めます。 

・住宅街に残る大木や、季節に合わせた装飾の工夫など、閑静な住宅地の景観を維持します。 

●「映画のまち調布」としての地域資源を活用し、映画文化の魅力を発信します 

・角川大映スタジオ周辺の映画関連資源を生かし、地域の映画文化を積極的にPRします。 

・映画俳優の碑や撮影所の歴史を活用した情報発信やイベントを通じて、「映画のまち」としての魅力を高めます。 

 
  

※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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20 調和小学校区 

 

位置 

市南東部に位置し、柴崎駅を含む校区です。 

景観特性 

■憩いの場として活用されている野川の水辺景観 

地区南部に流れる野川は、緑と水辺に親しむことのできる水辺景観として、住民の憩いの場となっています。 

■八剱神社等の地域の歴史を伝える歴史景観 

地区南部に位置する八剱神社は、江戸末期の作である十一面観音像が御神体となっており、地域の歴史を伝える歴

史景観を形成しています。 

■神代団地や閑静な住宅地の緑豊かな景観 

地区の東部には、大規模住宅団地である神代団地が位置しており、建て替えが進んでいます。 

その西部に広がる閑静な住宅地では、緑豊かな落ち着いた景観を形成しています。 

■柴崎駅周辺や甲州街道沿道のにぎわいある商業地 

柴崎駅周辺には、市民が利用する商業店舗などが立地し、にぎわいある景観を形成しています。また、駅北側を通

る 甲州街道沿道には商業・業務施設が立地し、駅前とともに活気を感じさせています。 
 

景観まちづくり方針（案） 

●野川や水辺景観を生かした憩いと散策のまちを形成します 

・野川沿いの緑と水辺景観を保全し、散策路やベンチ、自然観察の場などを整備す

ることで、住民が安心して憩える空間を提供します。 

・自然と親しむ活動を促進し、地域の日常生活に潤いを与えるとともに、四季折々

の景観を楽しめる環境を整えます。 

●歴史と懐かしさのある街並みを継承・活用します 

・八剱神社や昭和期の住宅団地など、地域の歴史や文化を伝える景観資源を可能な限り保存し、懐かしさの感じられ

る街並みを維持します。 

・古い建物や路地の魅力を生かしながら、移動のしやすさや快適性を確保した景観づくりを推進します。 

●緑豊かでゆとりのある住宅地景観を形成します 

・神代団地周辺や閑静な住宅地の緑地・生垣・樹木を保全・整備し、有機的に結ぶことで、潤いと安らぎのある住宅

街を維持します。 

・住民が日常的に緑を感じられる空間を確保し、周囲の自然環境や歴史的景観と調和した快適な住環境を形成しま

す。 
 

  
※景観資源図は、景観まちづくり市民検討会での検討と小中学生へのアンケートをもとに作成しています。 
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